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85 cm（マットレス長さ 191 cm、平成 26 年度文
























103・全高 68.1 ～104.6 cm・質量 110.3 kg）、マッ
トレスはパラマウント社製（全長 191・全幅 91・
厚さ 9 cm・質量 6.5 kg）とし、壁面からヘッド
ボードまでを 53 cm とし、高さは 55 cm（ベッ
ド・コントローラー表示値）とした。患者の身長
から、ヘッドボードからシート上縁は 35 cm と































































































































































































































































































































表 4  上方水平移動の頻出記載語 N=118
主観的な容易性 主観的な容易性の理由を説明する語
容易 難しい 動 力 少 肩甲骨 腰 手 身体 足 腕 重心
キネステティク法 4 7 11 5 3 7 1 3 1 0 1 1
古武術法 11 2 9 5 4 1 3 3 3 2 1 0
シート法 13 0 4 8 2 1 2 0 0 0 0 0
合　計 28 9 24 18 9 9 6 6 4 2 2 1
表 5　左右水平移動の頻出記載語 N=139
主観的な容易性 主観的な容易性の理由を説明する語
容易 難しい 動 腰 身体 手 少 力 身体 重心 腕 摩擦
キネステティク法 8 8 7 4 4 3 4 3 1 1 1 0
古武術法 11 7 11 5 6 4 4 3 3 2 1 0
シート法 12 1 5 6 4 5 3 2 0 1 0 2
































動 24、力 18、できた 11、少 9、肩甲骨 9、難 8、
楽 7、腰 6、手 6、容易 6、身体 4、簡単 4、足 2、
腕 2、重心 1、できなかった 1 であった（表 4）。
左右水平移動の頻出記載語数は合計 139 語で、動
23、腰 15、身体 14、できた 14、難 13、手 12、
少 11、力 8、容易 8、楽 6、重心 4、簡単 3、足 3、
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